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船舶事故調査報告書 

 

平成２３年７月２１日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 転覆 

発生日時 平成２３年１月１４日 ０１時５０分ごろ 

発生場所 北海道苫小牧市苫小牧港南南西方沖  

苫小牧港東外防波堤灯台から真方位２０９°３.６海里付近 

（概位 北緯４２°３３.７′ 東経１４１°３４.９′） 

事故調査の経過  平成２３年１月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第三十八錦
きん

星
せい

丸、７.３トン 

 ＨＫ２－２１６７４（漁船登録番号）、個人所有 

 １３.４０ｍ（Lr）×３.３８ｍ×１.１５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４５０kＷ（漁船法馬力数）、平成３年１１月８日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５８歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 昭和５４年８月３１日               

  免許証交付日 平成１８年１０月５日 

（平成２４年８月２７日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 機関及び電気系統の濡損 

 事故の経過 

 

本船は、船長ほか甲板員２人が乗り組み、すけとうだらの刺し網漁に従

事した後、苫小牧港南南西方沖の漁場を船首が船尾よりも沈んだ状態で発

進し、同港に向け、約８ノットの速力で北東進中、浸水により船首部が沈

下を始め、平成２３年 1 月１４日０１時５０分ごろ、苫小牧港南南西方沖

において、左舷側から転覆した。 

本船の乗組員は、同航中の僚船に移乗し、本船は、苫小牧港へえい
・ ・

航さ

れた。 

 気象・海象 気象：天気 雪、風向 北北東、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.２ｍ 

 その他の事項 本船は、漁場発進時、仕掛けた刺し網２５反（１反７～８kg）に掛かっ

たままの漁獲物約９.５ｔを前部甲板下の魚倉と同甲板上に、交換用刺し網

４反を後部甲板上にそれぞれ積載していた。 

本事故当時の漁獲量は、通常よりも多かった。 

本船の満載貨物重量は、約９ｔであった。 

本船は、船首部及び船尾部の左舷側ブルワーク下部（甲板上高さ約２０
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 ㎝のところ）に約３０㎝四方のホッキ貝の稚貝放流用の開口部が設けられ

ており、同開口部は、木製さし板が差し込まれているだけで水密構造には

なっていなかった。 

本船の船首倉庫出入口は、コーミングの高さが甲板上約１５㎝であり、

水密構造にはなっていなかった。 

本船の甲板は、甲板上高さ約１５㎝のところに木製の敷板が敷き詰めら

れていた。 

本船は、高さ約６㎝長さ約１８㎝の甲板排水口が両舷に８個設置されて

いた。 

本船は、漁場発進後しばらくして海水が前部甲板に滞留し、甲板上の敷

板が浮遊し始めた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

本船は、苫小牧港南南西方沖を同港に向けて航

行中、漁獲物が掛かった刺し網を前部甲板下の魚

倉と同甲板上に積載して船首部の乾舷が減少して

いたことから、船首部の左舷側ブルワークの開口

部や甲板排水口から海水が入り、前部甲板に滞留

するとともに、船首倉庫等に浸水して転覆したも

のと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、苫小牧港南南西方沖を同港に向けて航行中、

漁獲物等の積載により船首部の乾舷が減少していたため、船内に浸水して

転覆したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として次のことが考えられ

る。 

・適正な乾舷の保持 

 




